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▽
　
川
越
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

　
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

 

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
通
勤
の
範

囲
に
係
る
規
定
の
整
備
等
を
す
る
も

の
で
す
。

▽
　
川
越
市
職
員
の
公
益
法
人
等
へ

　
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

 

を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と

 

に
つ
い
て
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方

公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　
改
正
の
内
容
は
、
同
法
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
お
い
て
、
「
有
限
会

社
」
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

引
用
し
て
い
る
規
定
の
整
備
を
す
る

も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
在
宅
心
身
障
害
者
手
当

　
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
埼
玉
県
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手

当
支
給
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部

改
正
等
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

 

改
正
の
内
容
は
、
身
体
障
害
者
及

び
知
的
障
害
者
の
み
で
あ
っ
た
支
給

対
象
者
に
、
新
た
に
精
神
障
害
者
を

加
え
、
併
せ
て
、
前
年
の
所
得
に
よ

り
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
に

対
し
、
本
手
当
の
支
給
を
し
な
い
こ

と
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
一

 

部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ

 

と
に
つ
い
て
　
　
―
原
案
可
決
―

　
屋
外
広
告
物
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
屋
外
広
告
業
の
登
録
制
度
を
創

設
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

 

改
正
の
内
容
は
、
屋
外
広
告
業
者

の
届
出
制
度
を
廃
止
し
て
新
た
に
登

録
制
度
を
創
設
し
、
そ
れ
に
伴
い
罰

則
の
規
定
を
整
備
す
る
と
共
に
、
埼

玉
県
の
登
録
を
受
け
た
者
を
、
本
市

で
登
録
を
受
け
た
屋
外
広
告
業
者
と

み
な
す
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
す
。

▽
　
川
越
市
建
築
基
準
法
関
係
手
数

 

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

 

建
築
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
等
の

交
付
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
を
行
う

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

 

改
正
の
内
容
は
、
建
築
基
準
法
等

の
規
定
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
台
帳
の
内
容
を
証
明
す
る

建
築
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
、
道
路

位
置
指
定
図
面
の
写
し
及
び
建
築
計

画
概
要
書
等
の
写
し
を
交
付
し
、
手

数
料
を
四
百
円
と
す
る
も
の
で
す
。

 

出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法
の

　
　
　
　
改
正
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決

ー
市
議
会
議
長
、
副
議
長
を
選
挙
ー

　
平
成
十
八
年
川
越
市
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
六
月
二
日
開
会
さ
れ
、
会
期
は
二
十
日
間
で
、
二
十
件
の
案
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
正
副
議
長
の
辞
職
の
許
可

及
び
選
挙
を
行
い
、
六
月
二
十
一
日
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

条
　
例

川
越
市
屋
外
広
告
物
条
例
の

　
　
一
部
改
正
な
ど
五
件
を
可
決

平成18年
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▽
　
議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 

市
議
会
の
議
席
の
一
部
が
次
の
よ

う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
五
番
　
　
　
加
　
藤
　
　
　
昇

 

（
第
二
十
七
番
か
ら
変
更
）

 

第
二
十
七
番
　
山
　
口
　
　
　
肇

 

（
第
五
番
か
ら
変
更
）

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

 

て
　
　
　
　 

　 

―
原
案
可
決
―

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

 

て
　
　
　
　 

　 

―
原
案
可
決
―

 

道
路
の
新
設
に
伴
い
、
脇
田
本
町
、

大
字
南
大
槍
、
大
字
新
宿
、
大
字
今

福
、
大
字
藤
間
、
大
字
砂
新
田
、
大

字
大
袋
、
大
字
池
辺
、
大
字
大
槍
新

田
、
四
都
野
台
地
内
の
五
路
線
の
認

定
、
二
路
線
の
廃
止
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

 

て
　
　
　
　 

　 
―
原
案
可
決
―

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

 

て
　
　
　
　 

　 

―
原
案
可
決
―

　
道
路
の
付
替
え
に
伴
い
、
大
字
寺

れ
、
副
議
長
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、

選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
議
員
が

市
議
会
副
議
長
に
当
選
し
、
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

市
議
会
副
議
長
　
岩
　
崎
　
哲
　
也

▽
　
川
越
市
議
会
運
営
委
員
会
委
員

 

の
辞
任
に
つ
い
て

　
議
長
就
任
に
伴
い
、
加
藤
昇
委
員

よ
り
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任

願
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
こ

れ
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

▽
　
川
越
市
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
の
選
任
に
つ
い
て

　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
（
任
期
一
年
）
に
伴
い
、
第
五
日

（
六
月
六
日
）
に
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
、
第
七
日
（
六
月
八
日
）
に
同

委
員
会
を
開
催
し
、
正
・
副
委
員
長

の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
会

の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
※
　
　
　

※
　
　
　

※        

委
　

員
　

長
　
　
　
山
　
口
　
　
　
肇

副
委
員
長
　
　
　
稲
　
浦
　
敏
　
雄

委
　
　
員
　
　
　
片
　
野
　
広
　
湯

委
　
　
員
　
　
　
三
　
上
　
喜
久
蔵

委
　
　
員
　
　
　
川
　
口
　
知
　
子

委
　
　
員
　
　
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也

委
　
　
員
　
　
　
小
　
林
　
　
　
薫

委
　
　
員
　
　
　
大
　
野
　
慶
　
治

委
　
　
員
　
　
　
久
　
保
　
啓
　
一

委
　
　
員
　
　
　
高
　
橋
　
康
　
博

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
こ
れ
を

許
可
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

▽
　
川
越
市
議
会
議
長
選
挙
に
つ
い

　
て

　
市
議
会
議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
、

議
長
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、
選
挙

を
行
っ
た
結
果
、
次
の
議
員
が
市
議

会
議
長
に
当
選
し
、
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

市
議
会
議
長
　
　
加
　
藤
　
　
　
昇

▽
　
川
越
市
議
会
副
議
長
の
辞
職
に

　
つ
い
て

　
石
川
隆
二
市
議
会
副
議
長
よ
り
議

長
あ
て
に
、
市
議
会
副
議
長
の
辞
職

願
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
こ

れ
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

▽
　
川
越
市
議
会
副
議
長
選
挙
に
つ

　
い
て

　
市
議
会
副
議
長
の
辞
職
が
許
可
さ

　
今
定
例
会
第
一
日
（
六
月
二
日
）

に
市
議
会
議
長
・
副
議
長
の
辞
職
が

許
可
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▽
　
川
越
市
議
会
議
長
の
辞
職
に
つ

 

い
て

　
山
口
肇
市
議
会
議
長
よ
り
副
議
長

あ
て
に
、
市
議
会
議
長
の
辞
職
願
が

山
、
大
字
上
寺
山
、
大
字
平
槍
、
大

字
平
槍
新
田
、
大
字
鴨
田
、
大
字
久

下
戸
地
内
の
六
路
線
の
認
定
、
六
路

線
の
廃
止
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
て
　
　
　
　 

　 

―
原
案
可
決
―

　
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
整
備

に
伴
い
、
大
字
下
広
谷
、
大
字
竹
野

地
内
の
四
路
線
の
認
定
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

 

て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

 

て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
新
河
岸
川
の
河
川
改
修
に
伴
い
、

大
字
砂
、
大
字
大
仙
波
、
大
字
古
市

場
、
大
字
木
野
目
、
大
字
南
田
島
、

大
字
牛
子
、
大
字
扇
河
岸
地
内
の
二

▼
　
第
一
日
（
六
月
二
日
）
会
期
を

 

二
十
日
間
と
決
定
。
継
続
審
査
と

 

な
っ
て
い
た
案
件
に
つ
い
て
、
委

 

員
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

 

の
結
果
、
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠

 

点
施
設
建
設
に
か
か
わ
る
諸
問
題

 

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
継
続
審
査

 

と
決
定
。
次
に
市
議
会
議
長
の
辞

 

職
を
許
可
し
、
同
選
挙
を
実
施
。

 

同
じ
く
市
議
会
副
議
長
の
辞
職
を

 

許
可
し
、
同
選
挙
を
実
施
。
続
い

 

て
議
会
運
営
委
員
会
委
員
一
人
の

 

辞
任
を
許
可
。
引
き
続
き
報
告
事

 

項
五
件
の
報
告
を
受
け
た
後
、
提

 

出
案
十
六
件
に
つ
い
て
提
案
理
由

 

の
説
明
を
実
施
。

▼
　
第
二
日
（
六
月
三
日
）
か
ら
第

 

四
日
（
六
月
五
日
）
ま
で
本
会
議

 

休
会
。

▼
　
第
五
日
（
六
月
六
日
）
提
出
案

 

に
対
す
る
質
疑
を
実
施
し
た
後
、

 

関
係
委
員
会
に
そ
の
審
査
を
付
託
。

　
次
に
任
期
満
了
に
伴
う
議
会
運
営

 

委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
う
。

▼
　
第
六
日
（
六
月
七
日
）
本
会
議

 

休
会
。

▼
　
第
七
日
（
六
月
八
日
）
本
会
議

 

休
会
。
議
会
運
営
委
員
会
開
催
。

▼
　
第
八
日
（
六
月
九
日
）
通
告
順

 

に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
九
日
（
六
月
十
日
）
及
び
第

 

十
日
（
六
月
十
一
日
）
本
会
議
休

 

会
。 議

事
の

　
　
あ
ら
ま
し

市議会議長

　　副議長を選挙

正
・
副
議
長
の
紹
介

副 議 長 議 　 長

加 藤 　 昇岩 崎 哲 也
　
加
藤
議
長
は
、
平
成
七
年
に
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
今
期
が

三
期
目
。
現
在
ま
で
に
議
会
運
営

委
員
長
、
厚
生
常
任
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　
岩
崎
副
議
長
は
、
平
成
七
年
に

市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
今
期

が
三
期
目
。
現
在
ま
で
に
総
務
常

任
委
員
長
、
建
設
常
任
副
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

議
席
の
一
部
変
更

市道路線の

認定・廃止

認定された市道2491号線（小畔の里クリーンセンター北側）認定された市道2491号線（小畔の里クリーンセンター北側）
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目
、
大
字
的
場
地
内
に
新
設
さ
れ
た

十
七
路
線
の
認
定
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

途
に
出
資
法
等
の
上
限
金
利
を
見
直

す
と
し
て
い
る
。
今
回
の
見
直
し
時

期
を
と
ら
え
、
借
受
者
の
不
安
を
一

日
で
も
早
く
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
法
改
正
に
当
た
っ
て
は

次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
　
　
　
　
　
　

一
　
出
資
法
の
上
限
金
利
を
利
息
制

　
限
法
の
制
限
金
利
ま
で
引
き
下
げ

 

る
こ
と
。

二
　
貸
金
業
規
制
法
第
四
十
三
条
の

　
「
み
な
し
弁
済
」
規
定
を
撤
廃
す

　
る
こ
と
。

三
　
出
資
法
に
お
け
る
日
賦
貸
金
業

　
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
対
す
る

　
特
例
金
利
を
廃
止
す
る
こ
と
。

　
と
の
内
容
で
、
川
越
市
議
会
名
を

も
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
、
法
務
大
臣
、
金
融
担
当
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
あ
て
提

出
す
る
よ
う
提
出
者
片
野
広
湯
議
員
、

賛
成
者
山
口
　
肇
議
員
ほ
か
八
名
の

議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

に
伴
い
、
石
原
町
二
丁
目
、
大
字
砂
、

大
字
今
福
、
大
字
大
槍
新
田
、
大
字

大
袋
新
田
、
大
字
笠
幡
、
的
場
二
丁

　
超
低
金
利
時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
、

消
費
者
金
融
、
信
販
会
社
、
銀
行
な

ど
複
数
業
者
が
債
務
者
の
返
済
能
力

を
超
え
た
貸
付
け
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
苦
し
ん
で
い
る
多
重
債
務
者
が

後
を
絶
た
ず
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
貸
金
業
規

制
法
第
四
十
三
条
の
「
み
な
し
弁
済
」

規
定
を
適
用
さ
せ
、
利
息
制
限
法
の

上
限
（
年
十
五
〜
二
十
％
）
は
上
回

る
が
、
出
資
法
の
上
限
（
年
二
十
九

・
二
％
、
日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話

担
保
金
融
は
年
五
十
四
・
七
五
％
）

よ
り
は
低
い
金
利
、
い
わ
ゆ
る
「
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
で
営
業
す
る
貸

金
業
者
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
先
般
、
最
高
裁
判

所
は
、
貸
金
業
者
の
利
息
制
限
法
の

上
限
を
超
え
る
利
息
に
つ
い
て
「
み

な
し
弁
済
」
規
定
の
適
用
条
件
を
厳

格
に
解
釈
し
た
判
決
を
示
し
た
。

　
国
で
は
、
平
成
十
九
年
一
月
を
目

十
一
路
線
の
認
定
、
二
十
路
線
の
廃

止
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

 

霞
ケ
関
駅
北
口
整
備
に
伴
い
、
大

字
的
場
地
内
の
二
路
線
の
認
定
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

 

て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

 

て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
河
越
館
跡
史
跡
整
備
に
伴
い
、
大

字
上
戸
、
大
字
鯨
井
地
内
の
二
路
線

の
認
定
、
三
路
線
の
廃
止
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

　
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
建

設
に
か
か
わ
る
川
越
駅
西
口
周
辺
整

備
対
策
特
別
委
員
会
は
、
去
る
二
月

二
十
七
日
開
会
の
市
議
会
第
一
回
定

例
会
閉
会
後
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
付
議
事
件
に
つ
い
て
、
二
日
間

に
わ
た
り
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
第
一
日
（
六
月
二
日
）

に
、
そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、
「
継
続
審
査
」
と
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

▼
　
第
十
一
日
（
六
月
十
二
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
十
二
日
（
六
月
十
三
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
十
三
日
（
六
月
十
四
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
十
四
日
（
六
月
十
五
日
）
通

 
告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
し

 

た
後
、
議
席
の
一
部
変
更
を
行
う
。

▼
　
第
十
五
日
（
六
月
十
六
日
）
本

 

会
議
休
会
。
総
務
・
厚
生
・
建
設

 

の
三
常
任
委
員
会
開
催
。

▼
　
第
十
六
日
（
六
月
十
七
日
）
か

 

ら
第
十
九
日
（
六
月
二
十
日
）
ま

 

で
本
会
議
休
会
。

▼
　
第
二
十
日
（
六
月
二
十
一
日
）

 

最
終
日
。
各
委
員
長
よ
り
付
託
さ

 

れ
た
案
件
の
審
査
の
経
過
と
結
果

 

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

 

の
結
果
、
請
願
一
件
を
採
択
、
議

 

案
十
六
件
を
原
案
可
決
。
次
に
追

 

加
提
出
さ
れ
た
議
員
提
案
に
よ
る

 

意
見
書
一
件
を
原
案
可
決
し
た
後
、

 

議
員
派
遣
を
決
定
し
閉
会
。

　
今
定
例
会
第
二
十
日
（
六
月
二
十
一
日
）
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
一

件
を
原
案
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

地域振興ふれあい拠点施設
建設にかかわる川越駅西口
周辺整備対策特別委員会

市議会を傍聴してみませんか

　市議会には、年に4回開かれる定例会

と、必要に応じて開かれる臨時会とが

あります。傍聴を希望される方は、7階

の傍聴受付で、住所・氏名を受付用紙

にご記入いただくだけで議会を傍聴す

ることができます。（小さなお子様連

れでも可）

　市政を直接知っていただくよい機会

ですので、ぜひ傍聴においでください。

車椅子の方のお席もご用意しております。

なお、音声が聞き取りにくい方には、

ヘッドホンもございますので、ご利用

ください。

議
員
提
案
の
意
見
書
一
件
を
可
決

出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法
の

　
　
　
　
　
　
改
正
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

請 願 の 審 査 結 果
請　願
番　号

請　願

第１号

件　　　名

上限金利を引き下げ等により、中小零細事業者・消費者等の
健全な生活を守り、多重債務問題根絶のため、「出資の受入
れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」及び「貸金業
の規制等に関する法律」の改正を求める意見書を政府等に提
出することを求める請願書

提　出　者
付　託
委員会 結　果
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会長
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　　 ほか49名
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目
、
大
字
的
場
地
内
に
新
設
さ
れ
た

十
七
路
線
の
認
定
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

途
に
出
資
法
等
の
上
限
金
利
を
見
直

す
と
し
て
い
る
。
今
回
の
見
直
し
時

期
を
と
ら
え
、
借
受
者
の
不
安
を
一

日
で
も
早
く
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
法
改
正
に
当
た
っ
て
は

次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
　
　
　
　
　
　

一
　
出
資
法
の
上
限
金
利
を
利
息
制

　
限
法
の
制
限
金
利
ま
で
引
き
下
げ

 

る
こ
と
。

二
　
貸
金
業
規
制
法
第
四
十
三
条
の

　
「
み
な
し
弁
済
」
規
定
を
撤
廃
す

　
る
こ
と
。

三
　
出
資
法
に
お
け
る
日
賦
貸
金
業

　
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
対
す
る

　
特
例
金
利
を
廃
止
す
る
こ
と
。

　
と
の
内
容
で
、
川
越
市
議
会
名
を

も
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
、
法
務
大
臣
、
金
融
担
当
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
あ
て
提

出
す
る
よ
う
提
出
者
片
野
広
湯
議
員
、

賛
成
者
山
口
　
肇
議
員
ほ
か
八
名
の

議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

に
伴
い
、
石
原
町
二
丁
目
、
大
字
砂
、

大
字
今
福
、
大
字
大
槍
新
田
、
大
字

大
袋
新
田
、
大
字
笠
幡
、
的
場
二
丁

　
超
低
金
利
時
代
と
い
わ
れ
る
現
在
、

消
費
者
金
融
、
信
販
会
社
、
銀
行
な

ど
複
数
業
者
が
債
務
者
の
返
済
能
力

を
超
え
た
貸
付
け
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
苦
し
ん
で
い
る
多
重
債
務
者
が

後
を
絶
た
ず
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
貸
金
業
規

制
法
第
四
十
三
条
の
「
み
な
し
弁
済
」

規
定
を
適
用
さ
せ
、
利
息
制
限
法
の

上
限
（
年
十
五
〜
二
十
％
）
は
上
回

る
が
、
出
資
法
の
上
限
（
年
二
十
九

・
二
％
、
日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話

担
保
金
融
は
年
五
十
四
・
七
五
％
）

よ
り
は
低
い
金
利
、
い
わ
ゆ
る
「
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
で
営
業
す
る
貸

金
業
者
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
先
般
、
最
高
裁
判

所
は
、
貸
金
業
者
の
利
息
制
限
法
の

上
限
を
超
え
る
利
息
に
つ
い
て
「
み

な
し
弁
済
」
規
定
の
適
用
条
件
を
厳

格
に
解
釈
し
た
判
決
を
示
し
た
。

　
国
で
は
、
平
成
十
九
年
一
月
を
目

十
一
路
線
の
認
定
、
二
十
路
線
の
廃

止
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

 

霞
ケ
関
駅
北
口
整
備
に
伴
い
、
大

字
的
場
地
内
の
二
路
線
の
認
定
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

 

て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

 

て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
河
越
館
跡
史
跡
整
備
に
伴
い
、
大

字
上
戸
、
大
字
鯨
井
地
内
の
二
路
線

の
認
定
、
三
路
線
の
廃
止
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

▽
　
川
越
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

　
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
建

設
に
か
か
わ
る
川
越
駅
西
口
周
辺
整

備
対
策
特
別
委
員
会
は
、
去
る
二
月

二
十
七
日
開
会
の
市
議
会
第
一
回
定

例
会
閉
会
後
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
付
議
事
件
に
つ
い
て
、
二
日
間

に
わ
た
り
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
第
一
日
（
六
月
二
日
）

に
、
そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、
「
継
続
審
査
」
と
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

▼
　
第
十
一
日
（
六
月
十
二
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
十
二
日
（
六
月
十
三
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
十
三
日
（
六
月
十
四
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼
　
第
十
四
日
（
六
月
十
五
日
）
通

 

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
し

 

た
後
、
議
席
の
一
部
変
更
を
行
う
。

▼
　
第
十
五
日
（
六
月
十
六
日
）
本

 

会
議
休
会
。
総
務
・
厚
生
・
建
設

 

の
三
常
任
委
員
会
開
催
。

▼
　
第
十
六
日
（
六
月
十
七
日
）
か

 

ら
第
十
九
日
（
六
月
二
十
日
）
ま

 

で
本
会
議
休
会
。

▼
　
第
二
十
日
（
六
月
二
十
一
日
）

 

最
終
日
。
各
委
員
長
よ
り
付
託
さ

 

れ
た
案
件
の
審
査
の
経
過
と
結
果

 

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

 

の
結
果
、
請
願
一
件
を
採
択
、
議

 

案
十
六
件
を
原
案
可
決
。
次
に
追

 

加
提
出
さ
れ
た
議
員
提
案
に
よ
る

 

意
見
書
一
件
を
原
案
可
決
し
た
後
、

 

議
員
派
遣
を
決
定
し
閉
会
。

　
今
定
例
会
第
二
十
日
（
六
月
二
十
一
日
）
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
一

件
を
原
案
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

地域振興ふれあい拠点施設
建設にかかわる川越駅西口
周辺整備対策特別委員会

市議会を傍聴してみませんか

　市議会には、年に4回開かれる定例会

と、必要に応じて開かれる臨時会とが

あります。傍聴を希望される方は、7階

の傍聴受付で、住所・氏名を受付用紙

にご記入いただくだけで議会を傍聴す

ることができます。（小さなお子様連

れでも可）

　市政を直接知っていただくよい機会

ですので、ぜひ傍聴においでください。

車椅子の方のお席もご用意しております。

なお、音声が聞き取りにくい方には、

ヘッドホンもございますので、ご利用

ください。

議
員
提
案
の
意
見
書
一
件
を
可
決

出
資
法
及
び
貸
金
業
規
制
法
の

　
　
　
　
　
　
改
正
に
関
す
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

請 願 の 審 査 結 果
請　願
番　号

請　願

第１号

件　　　名

上限金利を引き下げ等により、中小零細事業者・消費者等の
健全な生活を守り、多重債務問題根絶のため、「出資の受入
れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」及び「貸金業
の規制等に関する法律」の改正を求める意見書を政府等に提
出することを求める請願書

提　出　者
付　託
委員会 結　果

埼玉弁護士会
会長
　蔭 山　好 信
　　 ほか49名

厚　生 採　択

認定された市道0099号線（寺尾大仙波線）
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市議会だよりは古紙100％再生紙を使用しています

 

　
　
松
　
岡
　
秀
　
仁
　
議
員

一
、
大
東
地
域
に
お
け
る
諸
問
題
に

 

つ
い
て
　

 

　
　
中
　
村
　
孝
　
治
　
議
員

一
、
障
害
者
施
策
の
充
実
を
め
ざ
し

 

て
　

 

拭
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

 

植
特
別
支
援
（
職
業
支
援
）
教
育

 

　
に
つ
い
て

 

殖
そ
の
他

 

　
　
清
　
水
　
京
　
子
　
議
員

一
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
　

二
、
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
に
つ
い
て

三
、
市
営
住
宅
に
つ
い
て

 

　
　
江
　
田
　
俊
　
雄
　
議
員

一
、
下
水
処
理
に
つ
い
て

 

　
　
川
　
口
　
知
　
子
　
議
員

一
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
現
状
と
今

 

後
の
考
え
方
に
つ
い
て
　

二
、
成
年
後
見
制
度
の
啓
発
・
普
及

 

活
動
の
促
進
に
つ
い
て

　
　
　
得
　
橋
　
　
　
剛
　
議
員

一
、
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
に

 

つ
い
て
　

 

　
　
石
　
川
　
隆
　
二
　
議
員

一
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
　

 

　
　
小
ノ
澤
　
哲
　
也
　
議
員

一
、
道
路
交
通
法
の
改
正
と
市
の
対

 

応
に
つ
い
て
　

　
拭
自
動
二
輪
車
駐
車
場
整
備
に
つ

 

　
い
て

 

植
角
栄
商
店
街
の
現
状
に
つ
い
て

二
、
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

 

に
つ
い
て

一
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
の
経
済

 

性
等
に
つ
い
て
　

二
、
中
学
校
区
毎
の
公
民
館
建
設
と

 

地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

 

て
三
、
川
島
町
長
の
合
併
申
入
れ
に
つ

 

い
て

 

　
　
高
　
橋
　
康
　
博
　
議
員

一
、
平
和
施
策
に
つ
い
て
　

二
、
広
報
等
の
市
民
へ
の
配
布
物
に

 
つ
い
て

 
　
　
三
　
上
　
喜
久
蔵
　
議
員

一
、
学
校
内
の
防
災
施
設
に
つ
い
て

 

　
　
若
　
海
　
　
　
保
　
議
員

一
、
川
越
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

 

い
て
　

 

　
　
牛
　
窪
　
多
喜
男
　
議
員

一
、
川
越
市
と
し
て
の
栄
養
教
諭
へ

 

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

二
、
川
越
市
と
し
て
の
今
後
の
高
齢

 

者
福
祉
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

　
　
関
　
口
　
　
　
勇
　
議
員

一
、
小
、
中
学
校
の
環
境
管
理
と
そ

 

の
関
連
に
つ
い
て
　

 

　
　
松
　
井
　
釜
太
郎
　
議
員

一
、
火
災
に
よ
る
罹
災
者
へ
の
市
の

 

対
応
に
つ
い
て
　

二
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る

 

周
辺
対
策
に
つ
い
て

三
、
観
光
客
一
千
万
人
へ
の
取
組
み

 

に
つ
い
て

 

　
　
小
野
澤
　
康
　
弘
　
議
員

一
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
改
正
と
ま

 

ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
　

二
、
職
制
に
つ
い
て

 

　
　
山
　
木
　
綾
　
子
　
議
員

一
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
　

 

　
　
山
　
口
　
智
　
也
　
議
員

　
今
定
例
会
で
は
、
五
日
間
に
わ
た

り
二
十
四
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
言
者
及
び
質

問
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
※
　
　
　

※
　
　
　

※        

 

　
　
片
　
野
　
広
　
湯
　
議
員

一
、
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
組
織
へ

 

の
支
援
と
活
用
に
つ
い
て
　

二
、
一
％
節
電
プ
ラ
ス
１
運
動
に
つ

 

い
て

 

　
　
小
　
林
　
　
　
薫
　
議
員

一
、
公
共
施
設
の
諸
課
題
に
つ
い
て

二
、
非
常
勤
職
員
等
の
政
治
へ
の
関

 

り
に
つ
い
て

 

　
　
中
　
原
　
秀
　
久
　
議
員

一
、
行
政
改
革
推
進
と
財
政
再
建
策

 

に
つ
い
て
　

二
、
組
織
改
正
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

 

い
て

 

　
　
倉
　
嶋
　
美
恵
子
　
議
員

一
、
障
害
者
自
立
支
援
の
具
体
的
な

 

取
り
組
み
に
つ
い
て
　

二
、
天
沼
新
田
通
学
路
の
改
善
に
つ

 

い
て

 

　
　
大
　
野
　
慶
　
治
　
議
員

一
、
行
政
財
産
目
的
外
使
用
の
自
動

 

販
売
機
の
設
置
に
つ
い
て
　

二
、
高
階
公
民
館
・
出
張
所
の
跡
地

 

利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

 

　
　
菊
　
地
　
　
　
実
　
議
員

一
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

 

い
て
　

 

拭
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進

 

植
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
対
策

二
、
大
東
地
域
の
下
水
道
整
備
に
つ

 

い
て

 

　
　
佐
　
藤
　
恵
　
士
　
議
員

一
、
教
育
基
本
法
の
「
改
正
」
に
つ

 

い
て

二
、
建
設
部
の
予
算
に
つ
い
て

《
一
般
質
問
》

　
一
般
質
問
と
は
、
議
案
と
は
直
接

関
係
な
く
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

執
行
機
関
に
対
し
現
在
の
事
務
の
執

行
状
況
、
そ
し
て
将
来
的
な
方
針
・

考
え
方
に
つ
い
て
問
い
た
だ
す
発
言

を
言
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
本
会
議
の

開
会
前
に
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
三
十
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
器
楽
・
管

弦
楽
部
門
埼
玉
県
代
表
、
全
日
本
学

生
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、

金
賞
、
銀
賞
な
ど
の
実
績
が
あ
る
、

市
内
の
埼
玉
県
立
川
越
高
等
学
校
古

典
ギ
タ
ー
部
の
生
徒
二
十
四
名
に
よ

り
、
「
な
ご
り
雪
」
ほ
か
二
曲
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市議会からのお願い

議員の寄附禁止を啓発したリーフレット
（埼玉県選挙管理委員会・市区町村選挙管理委員会 作成）

公職選挙法により議員の寄附行為は禁

止されておりますので、市民の皆様方

のご理解、ご協力の程をよろしくお願

い致します。

市政に関する

一般質問

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

議場コンサート


